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はじめに

【シックハウス対策の概要】

凡例 排風機(２４時間運転) 給気口 給気ダクト 通気口

吸込口 排気ダクト 排気口

【検査】

【留意事項】
①給気口の構造及び取付位置は「防虫対策」及び「ドラフト対策」を考慮する
②給気口と排気口との取付位置は極力離隔する「ショートサーキット防止対策」
③居室と収納スペースを換気計画上一体型とする場合は「居室扱い」､非一体型は「天井裏扱い」とする
④室容積に含むもの(玄関・廊下・階段・納戸・ウオークインクロゼット・便所・浴室・洗面所等)
⑤室容積に含まないもの(天井裏・床下・押入・クロゼット・作り付け家具の内部等)

⑨既存建築物で５年経過した建築仕上げ材は「シックハウス対策規制免除」
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①換気設備の種類及びダクトの配置等が完了検査時に確認困難な場合は､「換気量測定書」「メーカーカタログ」
「写真(撮影日・室名)」の提出が必要です

⑥台所の局所換気を行う際は､強運転で「同時給排気」を行い､全般換気の際には､弱運転により､火気使用換気
設備の給気口を止めて､「排気のみ」とする事が可能である場合は､全般換気に使用出来る

⑦両引戸､両引襖･障子は通気が確保される為､「換気計画上一体」として扱うものとする

【シックハウス対策・機械換気設備計画概念図】

ホルムアルデヒド発散量により建築仕上材の等級が決められており､☆☆☆☆(四つ星)､☆☆☆(三つ星)､☆☆(二
つ星)の３種類に大別されています。四つ星を使用する室の建築仕上材は規制対象外となりますが､家具等
からホルムアルデヒドが発散する事から「２４時間機械換気設備の設置が義務付けされました。」

改正建築基準法による「シックハウス対策(平成１５年７月１日施行)」に対する「当社の審査方法等」について以下に記
述致します。

『シックハウス対策の換気設備計画に関する参考資料』

⑧冷暖房空気を再利用出来る換気方式が望まし「省エネルギー対策」

【換気設備計画の手順】
①「換気計算(タイプ別)」を行う(尚､最大容積タイプの換気機器(風量)にて､他タイプも統一する場合は､最大容
積タイプのみの換気計算で良い)
②「換気方式(第１種・第２種・第３種)」を選定する
③「建築平面図に換気経路(給気口・還気口・吸込口・排気口)」及び換気機器・ダクトを明記する
④換気設備(機器・ダクト・給気口・還気口・吸込口・排気口等)の寸法を明記する
⑤「換気機器の静圧計算」を行う(風量/ＰｰＱ線図)
【換気設備計画図】
モデル住宅における「換気経路」を以下に示します。まず給気は､外壁又は廊下設置の給気口から､室内側に
供給された後､各室出入ドア(ガラリ･アンダーカット)より還気し､風呂場・ＷＣ・洗面所等の排気口及びダ
クトを経由し排風機から､屋外に排気されます。

通路廊下

リビング(１)

玄関 キッキン

ダイニング
リビング(２)

化粧室

WC

ベランダ

ｸﾛｾｯﾄ

風呂場

屋

外

機

靴

入

れ

MB

屋

外

機

F

F

F

ACACAC

　　　通　気　口
(１００ｃｍ2以上(ガラリ)

換気経路

通路廊下

リビング(１)

玄関 キッキン

ダイニング
リビング(２)

化粧室

WC

ベランダ

ｸﾛｾｯﾄ

風呂場

屋

外

機

靴

入

れ

MB

屋

外

機

F

F

F

ACACAC

　　　通　気　口
(１００ｃｍ2以上(ガラリ)

(１０mmｈ以上(ｱﾝﾀﾞｰｶｯﾄ)
換気経路


